
秋山喜久氏関西経済連合会元会長

攻
め
の
姿
勢
中
小
か
ら
学
べ

　
―
新
た
な
地
方
分
権
の
手
法
と
し

て
関
西
広
域
連
合
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
「
地
域
が
権
限
と
責
任
を
持
つ
道

州
制
の
実
現
は
昔
か
ら
関
西
財
界
の

重
要
な
テ
ー
マ
だ
が
、
実
現
に
は
法

改
正
が
必
要
な
ど
課
題
が
多
い
。
現

実
的
な
地
方
分
権
策
と
し
て
、
２
０

１
０
年

月
に
関
西
広
域
連
合
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
広
域
連
合
は
防
災
、

緊
急
医
療
、
産
業
振
興
な
ど
の
分
野

で
府
県
を
越
え
た
連
携
を
推
進
。
東

日
本
大
震
災
で
は
広
域
連
合
の
各
府

県
が
被
災
地
の
各
県
を
担
当
す
る

対
口
方
式

の
支
援
を
実
施
し
成

果
を
上
げ
た
」

　
―
大
手
家
電
メ
ー
カ
ー
が
赤
字
転

落
す
る
な
ど
、
関
西
経
済
は
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
「
日
本
経
済
の
問
題
と
も
言
え
る

が
、
国
際
競
争
力
が
落
ち
て
い
る
の

が
一
番
の
要
因
だ
。
日
本
メ
ー
カ
ー

は
技
術
は
優
れ
て
い
る
が
世
界
市
場

を
う
ま
く
開
拓
で
き
て
い
な
い
。
海

外
メ
ー
カ
ー
は
、
ア
ラ
ブ
諸
国
向
け

に
コ
ー
ラ
ン
を
流
す
Ｔ
Ｖ
を
作
る
な

ど
地
域
の
需
要
に
合
っ
た
モ
ノ
づ
く

り
を
し
て
い
る
。
日
本
の
メ
ー
カ
ー

も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
モ
ノ
づ
く
り

を
す
る
必
要
が
あ
る
」

　
―
関
西
、
日
本
の
成
長
に
は
何
が

必
要
で
す
か
。

　
「
企
業
も
消
費
者

も

縮
み
志
向

に

な
っ
て
い
る
の
が
問

題
だ
。
坂
の
上
の
雲

は
無
く
な
っ
た
と
い
う
意
見
も
あ
る

が
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が

頑
張
れ

ば
日
本
を
良
く
で
き
る
ん
だ

と
い

う
自
信
を
持
つ
こ
と
が
必
要
。
大
企

業
は
元
気
が
な
い
時
代
だ
が
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
、
中
小
企
業
に
は
ま
だ
元
気

が
あ
る
。
守
り
に
入
っ
て
い
る
大
企

業
は
、
攻
め
の
姿
勢
の
中
小
企
業
か

ら
経
営
方
針
を
学
ぶ
べ
き
だ
ろ
う
」

大坪清氏関西生産性本部会長

物
流
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
カ
ギ

　
―
東
京
に
本
社
を
移
す
関
西
企
業

が
増
え
て
い
ま
す
。

　
「
単
純
に
関
東
の
方
が
マ
ー
ケ
ッ

ト
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る

が
、
官
庁
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
り
や
す
い
点
を
重
視
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
。
た
だ
、
移
転
の
メ
リ
ッ

ト
が
大
き
か
っ
た
の
は

年
く
ら
い

前
の
こ
と
。
現
在
は
Ｉ
Ｔ
技
術
も
進

歩
し
て
お
り
、
ど
こ
に
立
地
し
て
い

て
も
企
業
活
動
の
支
障
に
は
な
ら
な

い
。
関
西
で
も
世
界
に
肩
を
並
べ
る

こ
と
は
十
分
可
能
だ
。
当
社

レ
ン

ゴ
ー

も
本
社
を
大
阪
か
ら
動
か
す

つ
も
り
は
全
く
な
い
」

　
―
３
・

以
降
は
そ
の
流
れ
が
逆

に
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
え
ま

す
。

　
「
関
西
は
古
都
が
栄
え
た
よ
う

に
、
も
と
も
と
災
害
が
少
な
い
地

域
。
地
震
や
原
発
事
故
を
受
け
、
リ

ス
ク
分
散
の
観
点
か
ら
も
関
西
の
注

目
が
高
ま
っ
て
い
る
。
関
西
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
国
際
戦
略
総
合
特
区
が
本

格
化
す
れ
ば
、
さ
ら
に
投
資
が
増
え

る
は
ず
だ
。
関
西
企
業
の
東
京
シ
フ

ト
も
一
段
落
す
る
だ
ろ
う
」

　
―
関
西
経
済
を
浮
上
さ
せ
る
に
は

何
が
必
要
で
す
か
。

　
「
物
流
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
だ
。
空

に
関
し
て
は
伊
丹
・
神
戸
空
港
を
廃

港
に
し
て
関
西
国
際
空
港
に
一
本
化

す
る
こ
と
、
陸
に
関
し
て
は
新
幹
線

の
駅
を
梅
田
に
持
っ
て
く
る
こ
と
、

海
に
関
し
て
は
神
戸
港
を
改
修
し
大

型
船
舶
が
入
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
有
効
だ
」

　
―
他
の
地
方
に
は
無
い
関
西
経
済

の
特
徴
と
は
何
で
す
か
。

　
「
関
西
の
経
営
者

は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

経
営
者
で
も
オ
ー
ナ

ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
て

行
動
す
る
伝
統
が
あ
る
。
最
近
は
そ

れ
が
薄
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
残
念

だ
。
与
え
ら
れ
た
任
期
を
こ
な
す
だ

け
の

駅
伝
ラ
ン
ナ
ー
型
経
営
者

で
は
な
く
、
一
人
で

・
１
９
５

を
走
る

マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
型

経
営
者

が
関
西
経
済
を
引
っ
張
っ

て
い
く
だ
ろ
う
」

更家悠介氏経済人・大阪維新の会会長

地
域
発
展
へ
政
策
提
言
重
要

　
―
「
経
済
人
・
大
阪
維
新
の
会
」

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
橋
下
徹
大
阪
市
長
を
代
表
と
す

る
地
域
政
党

大
阪
維
新
の
会

を

資
金
的
に
支
援
す
る
政
治
団
体
で
２

０
１
０
年
４
月
に
設
立
し
た
。
メ
ン

バ
ー
は
大
阪
の
発
展
を
願
う
中
小
企

業
の
社
長
や
大
企
業
の
中
堅
社
員
な

ど
。
現
在
は
約
７
０
０
人
が
所
属
し

て
い
る
」

　
―
関
西
で
は
「
大
阪
維
新
の
会
」

に
高
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
「

こ
の
ま
ま
で
は
大
阪
は
あ
か

ん

と
い
う
市
民
の
危
機
感
の
表
れ

だ
。
大
阪
府
市
の
ト
ッ
プ
が
考
え
を

同
じ
く
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
進

ま
な
か
っ
た
水
道
事
業
の
統
合
な
ど

二
重
行
政
の
解
消
や
、
交
通
イ
ン
フ

ラ
の
一
体
的
な
整
備
が
実
現
す
る
。

ま
た
、
廃
校
あ
り
き
の
議
論
は
良
く

な
い
が
、
大
阪
府
大
、
大
阪
市
大
も

統
合
し
て
効
率
運
営
す
れ
ば
関
西
を

引
っ
張
る
人
材
の
育
成
も
可
能
と
な

る
だ
ろ
う
」

　
―
大
阪
維
新
の
会
は
経
済
政
策
が

不
透
明
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

　
「
大
手
家
電
メ
ー
カ
ー
が
軒
並
み

赤
字
転
落
す
る
な
ど
、
関
西
・
大
阪

の
景
況
は
極
め
て
深
刻
な
見
通
し

だ
。
経
済
人
・
大
阪

維
新
の
会
と
し
て

も
、
そ
の
認
識
を
も

と
に
大
阪
維
新
の
会

に
提
言
を
行
う
。
バ
イ
オ
や
外
食
な

ど
汎
大
阪
的
な
経
済
テ
ー
マ
を
選

は
ん

び
、
有
識
者
、
維
新
の
会
の
議
員
ら

と
提
言
書
を
作
成
、
大
阪
府
市
に
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
。
現
在
大
阪
市
は
７

月
ま
で
の
暫
定
的
な
予
算
を
組
ん
で

い
る
た
め
、
８
月
以
降
の
予
算
案
に

反
映
で
き
る
よ
う
提
言
書
を
ま
と
め

る
予
定
だ
」

再興への道関西経済
有識者３氏に聞く

　地盤沈下が続く関西経済。最盛期
の 年に国内総生産（ＧＤＰ）の
・９％を占めた域内総生産も、最

新データでは 年に ・４％まで減
少。リーマン・ショックや円高不況
で、さらに落ち込んでいる可能性も
高い。だが「関西広域連合」や「大

阪維新の会」による地方分権の取り
組みで、関西が注目を集める機会は
増えている。東日本大震災以降、リ
スク分散から関西に本社機能を置く
企業も増えてきた。緩やかな追い風
が吹くなか、関西経済再興に何が必
要か、識者３氏に聞いた。

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 ３月２８日 水曜日 　　


